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各
種
委
員
の
選
出

　

市
議
会
改
選
後
の
初
議
会
に

お
い
て
、
提
出
さ
れ
た
議
案
や

請
願
等
を
専
門
的
審
査
す
る
各

常
任
委
員
会
の
委
員
を
は
じ
め
、

議
会
運
営
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う

た
め
、
議
会
の
会
期
や
議
事
の

進
め
方
、
請
願
や
陳
情
等
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
協
議
す
る
議

会
運
営
委
員
や
議
会
活
動
の
一

環
と
し
て
「
た
て
ば
や
し
市
議

会
だ
よ
り
」
を
編
集
発
行
す
る

議
会
報
編
集
委
員
が
各
会
派
か

ら
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
部
事
務
組
合
議
会

議
員
及
び
群
馬
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
議
会
議
員
に
つ

い
て
も
、
初
議
会
に
お
い
て
、

選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
議
会
の
あ
ら
ま
し

　

任
期
満
了
に
伴
う
市
議
会
議
員
選
挙
が
９
月
21
日
に

行
わ
れ
、
当
選
さ
れ
た
20
名
の
議
員
に
よ
り
10
月
８
日
に

初
議
会
（
第
１
回
臨
時
会
）
が
開
か
れ
、
市
議
会
の
新
し
い

構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
本
会
議
の
冒
頭
、
正
・
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、

議
長
に
向
井
誠
議
員
、
副
議
長
に
多
田
善
洋
議
員
が
当
選

い
た
し
ま
し
た
。

▽
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

市
の
監
査
委
員
の
定
数
は
２

人
で
す
が
、
そ
の
う
ち
１
人
は

議
員
の
う
ち
か
ら
議
会
の
同
意

を
得
て
選
任
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
議
会
選
出
の
監
査

委
員
と
し
て
、
遠
藤
重
吉
議
員

が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

監
査
委
員
に

　

遠
藤
重
吉
議
員

市
議
会
副
議
長　

多　

田　

善　

洋

市
議
会
議
長　

向　

井　
　
　

誠

　

市
議
会
初
議
会
に
お
い
て
、
議
員

各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
私
達
が
市
議

会
の
正
・
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
そ
の
職
責
の
重
さ
に
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

も
と
よ
り
浅
学
非
才
の
身
で
あ
り

ま
す
が
、
初
心
に
か
え
り
市
民
の
皆

様
の
声
を
公
平
公
正
に
反
映
さ
せ
、

民
主
的
で
開
か
れ
た
市
議
会
運
営
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

し
て
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

向 井  議長多 田  副議長

市民部及び保健福祉部の所管に
属する事項

◎泉澤　信哉　○斉藤　貢一
　多田　善洋　　岡村　一男
　野村　晴三　　井野口勝則
　小林　　信

市民福祉常任委員会（７人）

定例会ごとに発行する、議会だよ
りの編集作業等を行います。

◎渡辺　充徳　○櫻井　正廣
　斉藤　貢一　　岡村　一男
　河野　哲雄　　井野口勝則
　小林　　信

議会報編集委員会（７人）

経済部、農業委員会、都市建設部
及び環境水道部の所管に属する事項

◎青木　一夫　○櫻井　正廣
　渡辺　充徳　　吉野　高史
　青木　幸雄　　河野　哲雄
　髙橋　次郎

経済建設環境常任委員会（７人）

議会の円滑かつ適正な運営を期すため、
議会運営について協議し意見調整を図ります。

◎岡村　一男　○斉藤　貢一
　橋本　　徹　　篠木　正明
　野村　晴三　　河野　哲雄
　町井　　猛

議会運営委員会（7人）

政策企画部、総務部、出納室及び
教育委員会の所管に属する事項並び
に他の常任委員会に属さない事項

◎橋本　　徹　○権田　昌弘
　篠木　正明　　遠藤　重吉
　向井　　誠　　町井　　猛

総務文教常任委員会（６人）

各委員会の紹介

☆常任委員会とは、議案などを専門
的かつ能率的に審議するために、
部門ごとに議案等を審査する常設
の委員会のことです。（館林市議
会では３つの常任委員会を設置し
ています。）

◎委員長　○副委員長
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本会議場の　　
　議席配置図

一部事務組合・広域連合
議会議員一覧表

名　　　称 議　　員　　名
東毛広域市町村圏
振興整備組合議会議員 向井　　誠　　橋本　　徹

邑楽館林医療事務
組 合 議 会 議 員

篠木　正明　　吉野　高史
野村　晴三　　井野口勝則

館林衛生施設組合
議 会 議 員

渡辺　充徳　　青木　幸雄
小林　　信　　町井　　猛

館林地区消防組合
議 会 議 員

岡村　一男　　遠藤　重吉
髙橋　次郎　　

群馬県後期高齢者医療
広域連合議会議員 向井　　誠

市議会会派 一覧表

名　　　称 議　　員　　名

緑 水 ク ラ ブ

○髙橋　次郎　　権田　昌弘
　櫻井　正廣　　橋本　　徹
　青木　一夫　　多田　善洋
　泉澤　信哉　　岡村　一男
　遠藤　重吉　　野村　晴三

自 由 ク ラ ブ ○井野口勝則　　町井　　猛

公 明 党 ○向井　　誠　　河野　哲雄
日 本 共 産 党
館 林 市 議 団 ○小林　　信　　篠木　正明

フォーラム館林 ○渡辺　充徳　　斉藤　貢一

無 会 派 　吉野　高史　　青木　幸雄

市議会議員名簿
議席
番号 氏　　 名 住　　所 電話番号
1 権田　昌弘 日向町984-9	日向県営住宅A-10 72 ︲ 9958

2 櫻井　正廣 西美園町 756-32 75 ︲ 3559

3 橋本　　徹 成島町 381-2 74 ︲ 1038

4 斉藤　貢一 分福町 1000-35 73 ︲ 0863

5 青木　一夫 瀬戸谷町 2180-43 72 ︲ 5384

6 渡辺　充徳 花山町 2606 72 ︲ 0346

7 多田　善洋 本町四丁目 14-1 72 ︲ 7515

8 泉澤　信哉 若宮町 2451-3 72 ︲ 5071

9 篠木　正明 松原三丁目 6-13 73 ︲ 9615

10 吉野　高史 赤生田町 1699-1 72 ︲ 9431

ぽんちゃん

○代表者

議席
番号 氏　　 名 住　　所 電話番号
11 岡村　一男 岡野町乙 402 73 ︲ 4551

12 遠藤　重吉 赤生田本町 1432-2 73 ︲ 8650

13 青木　幸雄 下早川田町 880 73 ︲ 0462

14 野村　晴三 成島町 688-1 72 ︲ 1354

15 河野　哲雄 下三林町 836-3 73 ︲ 3794

16 向井　　誠 加法師町 6-21 73 ︲ 8163

17 髙橋　次郎 苗木町 1804-100 73 ︲ 9940

18 井野口勝則 成島町 597 72 ︲ 2090

19 小林　　信 西高根町 9-23 73 ︲ 2066

20 町井　　猛 つつじ町 1-11 73 ︲ 2639

（議席順）

16 17 18 19

向井　　誠 髙橋　次郎 井野口勝則 小林　　信

10 11 12 13

吉野　高史 岡村　一男 遠藤　重吉 青木　幸雄

3 4 5 6

橋本　　徹 斉藤　貢一 青木　一夫 渡辺　充徳

15

河野　哲雄

9

篠木　正明

1 2

権田　昌弘 櫻井　正廣

20

町井　　猛

14

野村　晴三

7 8

多田　善洋 泉澤　信哉

演　壇

議　長　席当　局　席 当　局　席

新しい議会構成が決まりましたので
よろしくお願いします。
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定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　

平
成
26
年
館
林
市
議
会
第
３
回
定
例
会
は
、
８
月
27
日
か
ら

９
月
12
日
ま
で
の
17
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
に
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
等
は
諮
問
１
件
、

報
告
１
件
、
議
案
14
件
で
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
同
意
、
可
決
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
議
員
提
出

議
案
１
件
、
請
願
１
件
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

人
事
案
件

▽
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ

き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
＝
人
権
擁
護
委
員
の
櫻
井
博

さ
ん（
松
沼
町
）の
任
期
が
、
本

年
12
月
31
日
を
も
っ
て
満
了
と

な
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
推

薦
し
た
い
と
し
て
、
人
権
擁
護

委
員
法
の
規
定
に
よ
り
、
議
会

に
対
し
意
見
を
求
め
ら
れ
た
も

の
で
、
推
薦
に
つ
き
全
員
一
致

で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

▽
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て
＝
教
育
委
員
会
委
員
の

梶
田
万
里
子
さ
ん（
美
園
町
）の

任
期
が
、
本
年
10
月
８
日
を

も
っ
て
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、

後
任
に
猪
熊
妙
子
さ
ん（
若
宮

町
）を
任
命
し
た
い
と
し
て
、

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に

よ
り
、
議
会
の
同
意
を
求
め

ら
れ
た
も
の
で
、
全
員
一
致
で

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
の
制
定

▽
館
林
市
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
＝
「
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
法
」
の
施
行
に
伴
い
、
特

定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関

す
る
基
準
を
条
例
で
定
め
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
内
閣
府
令
で

定
め
る
基
準
に
従
い
、
又
は
参

酌
し
て
本
条
例
を
制
定
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
館
林
市
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
＝

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及

び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る

教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提

供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関

す
る
法
律
」（
以
下
「
関
係
法

律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」

と
い
う
。）
に
よ
る
児
童
福
祉

法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
放
課

後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
条

例
で
定
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準

に
従
い
、
又
は
参
酌
し
て
本
条

例
を
制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

▽
館
林
市
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
＝
「
関
係
法

律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」

に
よ
る
児
童
福
祉
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
条
例
で
定
め
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
基
準
に
従
い
、
又
は
参

酌
し
て
本
条
例
を
制
定
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
の
改
正

▽
館
林
市
福
祉
事
務
所
設
置
条

例
及
び
館
林
市
福
祉
医
療
費
助

成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
＝
「
次
代
の
社
会
を
担
う
子

ど
も
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た

め
の
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推

進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」
に
よ
る
母
子
及
び
寡
婦
福

祉
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
母

子
及
び
寡
婦
福
祉
法
が
母
子
及

び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
に

変
更
と
な
る
こ
と
等
に
伴
い
、

本
条
例
の
一
部
を
改
正
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
全
員
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
館
林
市
市
営
住
宅
管
理
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
＝

「
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法

の
一
部
改
正
」
並
び
に
「
母
子

及
び
寡
婦
福
祉
法
の
一
部
改
正
」

に
よ
り
、
母
子
及
び
寡
婦
福
祉

法
が
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡

婦
福
祉
法
に
変
更
と
な
る
こ
と

等
に
伴
い
、
本
条
例
の
一
部
を

改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
議
案

▽
東
毛
広
域
市
町
村
圏
振
興
整

備
組
合
の
規
約
変
更
に
関
す
る

協
議
に
つ
い
て
＝
東
毛
林
間
学

校
の
管
理
運
営
方
法
の
変
更
に

伴
い
、
共
同
処
理
事
務
を
廃
止

し
、
組
合
を
解
散
す
る
に
当
た

り
、
事
務
継
承
に
関
す
る
規
定

を
明
記
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

組
合
規
約
の
一
部
を
改
正
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
、
全
員
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
館
林
市
外
五
町
障
害
程
度
区

分
認
定
審
査
会
共
同
設
置
規
約

の
変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い

て
＝
「
地
域
社
会
に
お
け
る
共

生
の
実
現
に
向
け
て
新
た
な
障

害
保
健
福
祉
施
策
を
講
ず
る
た

め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す

る
法
律
」
に
よ
る
障
害
者
自
立

支
援
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

障
害
程
度
区
分
が
障
害
支
援

区
分
に
変
更
と
な
る
こ
と
等
に

伴
い
、
本
規
約
の
一
部
を
変
更

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
全
員

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算
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を
図
る
べ
き
基
準
が
設
け
ら
れ
、

具
体
的
な
指
標
で
あ
る
実
質
赤

字
比
率
及
び
連
結
実
質
赤
字
比

率
に
つ
い
て
は
、
実
質
収
支
及

び
連
結
実
質
収
支
が
黒
字
で
あ

る
こ
と
か
ら
赤
字
比
率
は
な
く
、

実
質
公
債
費
比
率
は
５
・
１
％
、

将
来
負
担
比
率
は
77
・
８
％
で

あ
り
、
ま
た
、
公
営
企
業
会
計

に
お
け
る
資
金
不
足
比
率
に
つ

い
て
は
、
資
金
不
足
額
が
生
じ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
資
金
不
足

比
率
は
な
く
、
４
つ
の
全
て
の

健
全
化
判
断
比
率
及
び
公
営
企

業
会
計
に
お
け
る
資
金
不
足
比

率
と
も
に
、
国
の
判
断
基
準
以

下
の
数
値
と
な
っ
て
い
る
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
決
算

▽
平
成
25
年
度
館
林
市
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
＝
一

般
会
計
決
算
の
概
要
は
、
最
終

予
算
額
３
２
５
億
９
７
４
０
万

９
０
０
０
円
に
対
し
、
歳
入
決

算
額
は
３
１
８
億
１
６
８
２
万

１
３
６
５
円
で
、
予
算
に
対
す

る
収
入
率
は
97
・
６
１
％
で
す
。

ま
た
、
歳
出
決
算
額
は
３
０
２

億
１
９
６
３
万
３
２
２
５
円
で
、

そ
の
執
行
率
は
92
・
７
１
％
、

億
７
７
０
３
万
７
７
３
円
、
歳

出
７
億
２
９
６
８
万
９
１
１
８

円
で
、
い
ず
れ
の
特
別
会
計
も

黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
館
林
市
議
団
か

ら
反
対
討
論
が
、
緑
水
ク
ラ
ブ

か
ら
賛
成
討
論
が
行
わ
れ
、
採

決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

▽
平
成
25
年
度
館
林
市
水
道
事

業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の

処
分
に
つ
い
て
＝
平
成
25
年
度

の
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分

に
つ
い
て
は
、
前
年
度
繰
越
利

益
剰
余
金
５
１
５
万
４
４
５
７

円
に
当
年
度
純
利
益
１
億
７
１

４
４
万
４
５
９
６
円
を
合
わ
せ

た
当
年
度
未
処
分
利
益
剰
余
金

１
億
７
６
５
９
万
９
０
５
３
円

の
う
ち
、
５
０
０
０
万
円
を
減

債
積
立
金
に
、
１
億
２
０
０
０

万
円
を
建
設
改
良
積
立
金
に
積

み
立
て
、
残
額
の
６
５
９
万
９

０
５
３
円
は
翌
年
度
繰
越
利
益

剰
余
金
と
し
て
処
分
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
、
全
員
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
平
成
25
年
度
館
林
市
水
道
事

業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

＝
収
益
的
収
支
で
は
、
事
業
収

益
17
億
６
８
８
３
万
３
７
６
４

円
、
事
業
費
用
15
億
７
６
２
５

万
８
７
０
３
円
で
、
こ
の
結
果
、

消
費
税
抜
き
の
純
利
益
１
億
７

１
４
４
万
４
５
９
６
円
が
計
上

さ
れ
た
ほ
か
、
資
本
的
収
支
で

は
、
収
入
総
額
１
億
４
８
８
４

万
３
４
２
５
円
に
対
し
、
支
出

総
額
７
億
３
６
４
２
万
９
２
４

２
円
で
、
不
足
す
る
額
５
億
８

７
５
８
万
５
８
１
７
円
に
つ
い

て
は
、
建
設
改
良
積
立
金
や
損

益
勘
定
留
保
資
金
等
で
補
て
ん

さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
全
員
一

致
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
提
出
議
案

▽
館
林
市
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
＝
平
成

26
年
10
月
１
日
か
ら
市
議
会
議

員
の
定
数
が
22
人
か
ら
20
人
に

改
正
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
総

務
文
教
常
任
委
員
会
の
委
員
定

数
を
１
人
減
じ
て
６
人
に
、
経

済
建
設
環
境
常
任
委
員
会
の
委

員
定
数
を
１
人
減
じ
て
７
人
と

す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
委
員

会
の
傍
聴
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
、
原
則
公
開
に
す
る
た
め
、

本
条
例
の
一
部
を
改
正
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
全
員
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

歳
入
歳
出
差
引
残
高
は
15
億
９

７
１
８
万
８
１
４
０
円
と
な
り

ま
す
。
こ
の
う
ち
翌
年
度
へ
繰

越
す
べ
き
財
源
１
億
３
１
７
０

万
５
０
０
０
円
を
差
し
引
い
た

実
質
収
支
額
は
、
14
億
６
５
４

８
万
３
１
４
０
円
と
な
り
、
こ

の
う
ち
か
ら
11
億
円
を
財
政
調

整
基
金
に
積
み
立
て
し
、
翌
年

度
へ
繰
越
す
べ
き
財
源
を
含
む

４
億
９
７
１
８
万
８
１
４
０
円

を
翌
年
度
へ
繰
越
し
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
の
決
算
は
、
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
が
、
歳
入

87
億
３
８
２
９
万
８
３
０
６
円
、

歳
出
87
億
５
１
２
万
７
２
５
１

円
。
下
水
道
事
業
特
別
会
計
が
、

歳
入
18
億
１
５
８
５
万
８
６
３

７
円
、
歳
出
16
億
８
５
６
８
万

８
６
９
２
円
。
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
が
、
歳
入
４
７

９
４
万
５
８
１
９
円
、
歳
出
４

２
８
２
万
１
７
０
２
円
。
介
護

保
険
特
別
会
計
が
、
保
険
事
業

勘
定
に
お
い
て
、
歳
入
54
億
５

９
８
０
万
４
８
６
１
円
、
歳
出

53
億
２
８
１
８
万
４
１
２
１
円
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
に
お

い
て
、
歳
入
８
９
８
万
１
０
１

７
円
、
歳
出
０
円
。
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
が
、
歳
入
７

▽
平
成
26
年
度
館
林
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
＝
２

億
１
８
４
０
万
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
２
７
９
億
４
０
７
万
６
０

０
０
円
と
す
る
も
の
で
、
全
員

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
平
成
26
年
度
館
林
市
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
＝
３
２
１
２
万
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
そ
れ
ぞ
れ
19
億
３
５
０
２
万

４
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
、

全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
平
成
26
年
度
館
林
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
＝
２
７
１
１
万
１
０
０
０

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
56
億
８
４

３
８
万
９
０
０
０
円
と
す
る
も

の
で
、
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

報
告

▽
平
成
25
年
度
健
全
化
判
断
比

率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
報
告

に
つ
い
て
＝
「
地
方
公
共
団
体

の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
」
に
お
い
て
、
財
政
の
早
期

健
全
化
及
び
財
政
の
再
生
並
び

に
公
営
企
業
の
経
営
の
健
全
化
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一
般
質
問
掲
載
順

（
９
月
１
日
質
問
）

・
長
谷
川
正
博
議
員
…
７
ペ
ー
ジ

・
荘
司
由
利
恵
議
員
…
７
ペ
ー
ジ

・
斉
藤
貢
一
議
員
…
…
８
ペ
ー
ジ

・
篠
木
正
明
議
員
…
…
８
ペ
ー
ジ

・
小
林　

信
議
員
…
…
９
ペ
ー
ジ

　

今
定
例
会
に
お
け
る
一
般

質
問
は
９
月
１
日
に
行
わ
れ
、

５
人
の
議
員
が
市
政
全
般
に

対
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
市

の
所
信
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
広
範
に
わ
た
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
要
旨

を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

（
本
文
は
質
問
者
本
人
が
要
約
し
た
も
の
で
す
。）

一
般
質
問

※	岡村一男議長は採決に加わりませんので「－」となっています。 【○：賛成　●：反対　退：退席】

議員個人の賛否結果一覧表 ◆採決で賛成・反対が分かれた案件を掲載しています。
　なお、他の議案等は全員一致で可決されました。

議席番号

議 員 名

議　案　名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

結果
橋
本 

　
徹

斉
藤
貢
一

青
木
一
夫

渡
辺
充
徳

多
田
善
洋

泉
澤
信
哉

荘
司
由
利
恵

篠
木
正
明

吉
野
高
史

岡
村
一
男

遠
藤
重
吉

青
木
幸
雄

野
村
晴
三

河
野
哲
雄

向
井 

　
誠

長
谷
川
正
博

髙
橋
次
郎

井
野
口
勝
則

高
山
吉
右

金
子
良
平

小
林 

　
信

町
井 

　
猛

議　案
第43号

館林市特定教育・保育施設及び
特定地域型保育事業の運営に
関する基準を定める条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 原案		
可決

議　案
第44号

館林市放課後児童健全育成
事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 原案		
可決

議　案
第45号

館林市家庭的保育事業等の
設備及び運営に関する基準
を定める条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 原案		
可決

議　案
第47号

平成25年度館林市歳入歳出
決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 原案		

可決

請　願
第23号

憲法解釈の変更による集団
的自衛権の行使容認に反対
する請願

● ○ ● ○ ● ● ● ○ 退 ― ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● 不採択

請
願
の
審
議
結
果

▽
憲
法
解
釈
の
変
更
に
よ
る
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
に
反

対
す
る
請
願
＝
賛
成
少
数
で
不

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
文
教

　

付
託
さ
れ
た
案
件
は
、
憲
法

解
釈
の
変
更
に
よ
る
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
容
認
に
反
対
す
る

請
願
で
、
委
員
会
で
は
、
請
願

の
紹
介
議
員
か
ら
請
願
趣
旨
の

説
明
を
受
け
た
後
、
審
査
が
進

め
ら
れ
、
採
決
の
結
果
、
賛
成

少
数
で
不
採
択
す
べ
き
も
の
と

議
決
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
福
祉

　

付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
館
林

市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
、

館
林
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

常
任
委
員
会
の

　
審
査
報
告

る
基
準
を
定
め
る
条
例
、
館
林

市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
３
議
案
で
、
採
決

の
結
果
は
、
３
議
案
と
も
賛
成

多
数
を
も
っ
て
、
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
議
決
い

た
し
ま
し
た
。

経
済
建
設
環
境

　

経
済
部
か
ら
、
つ
つ
じ
が
岡

公
園
の（
仮
称
）中
央
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
検
討
委
員
会
の
結
果

報
告
並
び
に
フ
ー
ド
コ
ー
ト
等

の
募
集
に
つ
い
て
、
農
地
中
間

管
理
事
業
に
つ
い
て
の
報
告
を

受
け
ま
し
た
。

会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
！

市
議
会
だ
よ
り
は
、
紙
面
の

都
合
で
本
会
議
の
要
旨
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

お
知
り
に
な
り
た
い
場
合
は
、

会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

館林市議会

「（仮称）中央サービスセンターの外観」



（7）館林市議会だより　　　（ 26. 11. 1 ）

す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
商
店
街

の
活
性
化
に
繋
が
る
と
思
い
ま

す
が
、
本
市
の
商
店
街
の
衰
退

を
ス
ト
ッ
プ
す
る
対
策
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

答

市
内
の
空
き
家
は
全
体

で
５
１
２
軒
あ
り
、
館
林
地
区

は
２
１
７
軒
で
42
・
３
％
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
空
き
地
に
つ

い
て
は
、
平
成
23
年
度
都
市
計

画
基
礎
調
査
に
お
い
て
、
館
林

地
区
に
42 

ha
あ
り
、
18
年
度
の

同
調
査
で
は
10 

ha
で
し
た
の
で
、

４
倍
に
増
え
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
ち
な
か
に
人
口
を
呼
び

込
む
と
い
う
こ
と
は
重
要
な
課

題
だ
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
が
、

現
在
、
空
き
家
、
空
き
地
に
関

す
る
助
成
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
先
進
地
や
県
内
市
町
村

の
動
向
を
踏
ま
え
、
調
査
研
究

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
居
住
、
商
業
、
サ
ー

ビ
ス
な
ど
多
機
能
な
複
合
商
業

施
設
を
設
置
で
き
る
よ
う
各
商

店
街
や
多
く
の
関
係
機
関
と
検

討
を
重
ね
な
が
ら
、
可
能
性
に

つ
い
て
探
っ
て
い
け
れ
ば
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

質
問
本
市
に
は
優
れ
た
公
共

施
設
等
が
あ
り
ま
す
が
、
老
朽

化
が
目
立
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

一
方
少
子
高
齢
化
が
加
速
し
、

財
政
規
模
の
縮
小
が
余
儀
な
く

さ
れ
る
な
か
、
公
共
施
設
の
維

持
管
理
や
生
産
性
の
高
い
公
共

経
営
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
の
策
定
や
、
国
の
財
政
支

援
、
自
主
財
源
の
確
保
、
広
域

的
な
連
携
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
高
品
質
で
生
産
性
の
高
い

公
共
運
営
を
進
め
る
た
め
、
健

全
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問
全
国
的
に
も
市
街
地
に

空
き
家
、
空
き
地
が
目
立
ち
、

人
の
交
流
が
激
減
し
て
い
る
な

か
で
、
居
住
者
が
10
年
以
上
い

な
い
木
造
ア
パ
ー
ト
の
強
制
撤

去
な
ど
独
自
の
対
応
を
す
る
自

治
体
も
出
始
め
て
い
ま
す
。
市

街
地
の
空
き
家
、
空
き
地
を
購

入
さ
れ
た
方
や
再
利
用
さ
れ
る

所
有
者
に
助
成
金
を
設
定
す
る

な
ど
し
て
、
市
街
地
に
人
口
を

呼
び
込
む
こ
と
は
喫
緊
の
課
題

だ
と
思
い
ま
す
が
、
本
市
の
現

状
と
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
心
市
街
地
で
買
い

物
を
す
る
客
も
激
減
し
て
お
り
、

商
店
街
の
存
亡
に
か
か
わ
る
問

題
で
も
あ
り
ま
す
。
市
内
の
各

商
店
街
が
既
存
の
店
舗
等
を
活

用
し
て
複
合
商
業
施
設
を
設
置

長
谷
川
正
博 

議
員

　

商
店
街
、
市
街
地
の
再
生
と

　
　
こ
れ
か
ら
の
行
政
運
営
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
検
討
し
て
い

る
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

答

現
在
で
は
新
設
す
る
公

共
施
設
も
数
少
な
く
な
り
、
既

存
施
設
の
増
改
修
工
事
な
ど
が

主
な
設
計
内
容
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
設
計
方
針
や
基
準
を
定

め
る
こ
と
に
よ
り
、
統
一
性
の

あ
る
公
共
施
設
の
整
備
が
可
能

と
な
り
ま
す
の
で
、
本
市
独
自

の
設
計
方
針
や
基
準
に
つ
い
て

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

情
報
の
あ
り
方
に
つ
い
て

要
望
過
去
に
何
度
も
質
問
し

て
お
り
ま
す
が
、
本
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
必
要
な
時
に
必
要
な

情
報
が
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
に
あ

る
「
イ
ベ
ン
ト
」
欄
を
開
い
て

み
て
も
、
９
月
10
月
の
欄
に
は

何
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

掲
載
を
指
示
で
き
る
管
理
者
の

意
識
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、「
仏
作
っ
て
魂
入
れ
ず
」

で
は
宝
の
持
ち
腐
れ
に
な
り
ま

す
。
既
成
概
念
を
捨
て
て
柔
軟

な
発
想
で
、
館
林
市
民
や
館
林

市
を
訪
れ
る
方
々
に
情
報
の
提

供
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

提
案
・
要
望

「
芸
術
文
化
の

ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
、
市
庁

舎
内
や
議
会
棟
１
階
と
３
階
の

壁
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
に
ギ
ャ
ラ

リ
ー
の
設
置
を
提
案
し
ま
す
。

　

旧
二
業
見
番
組
合
事
務
所
は
、

１
９
３
８
年
に
料
亭
と
芸
妓
置

屋
の
２
つ
の
組
合
の
施
設
と
し

て
建
設
さ
れ
、
正
面
玄
関
は
唐

破
風
で
左
右
に
切
妻
の
千
鳥
破

風
、
中
央
に
入
母
屋
造
り
の
大

屋
根
が
あ
る
木
造
二
階
建
て
の

威
風
堂
々
と
し
た
貴
重
な
建
物

で
あ
る
た
め
、
市
の
財
産
と
し

て
の
有
効
活
用
を
要
望
し
ま
す
。

公
共
施
設
設
計
方
針
基
準
と
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
指

針
に
つ
い
て

質
問
・
要
望

以
前
か
ら
続
く

公
共
施
設
に
関
連
す
る
質
問
で

す
が
、
本
市
に
お
い
て
公
共
建

設
物
を
新
設
す
る
に
は
莫
大
な

費
用
が
か
か
る
た
め
、
今
後
は

既
存
の
公
共
施
設
を
有
効
に
活

用
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら

の
公
共
施
設
を
適
正
に
維
持
管

理
し
て
い
く
上
で
、
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
指
針
を
早

急
に
ま
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
期
に
来
て
い
ま
す
。
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
白
書
作
成

に
向
け
て
動
き
出
す
こ
と
を

要
望
と
し
ま
す
。
ま
た
、
本
市

独
自
の
建
築
設
計
方
針
基
準
を

作
成
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、

荘
司
由
利
恵 

議
員

　

公
共
施
設
と
情
報
の
あ
り
方
と

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
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見
を
伺
い
つ
つ
、
館
林
市
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
や
総
合
計

画
に
基
づ
き
武
道
館
の
あ
り
方

を
含
め
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

旧
二
業
見
番
組
合
事
務
所
の

活
用
、
保
存
に
つ
い
て
は
、
平

成
14
年
度
に
旧
館
林
二
業
見
番

組
合
事
務
所
管
理
基
本
計
画
を

策
定
し
、
事
務
所
の
今
後
の
活

用
の
方
向
性
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
が
、
改
修
工
事
に
１
億
４
７

０
０
万
円
か
か
る
こ
と
か
ら
、

最
終
的
に
事
業
費
を
４
０
０
万

円
に
調
整
し
、
事
務
所
の
老
朽

度
調
査
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

要
望
館
林
市
に
は
、
今
ま
で

武
道
教
育
の
一
翼
を
担
っ
て
き

た
館
林
邑
楽
武
道
館
が
あ
り
ま

す
。
北
小
学
舎
と
し
て
も
、
放

課
後
子
ど
も
教
室
と
し
て
地
域

の
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
の

中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
お

り
、
先
に
述
べ
た
旧
二
業
見
番

事
務
所
と
共
に
、
館
林
市
が
後

世
に
残
す
べ
き
歴
史
的
建
造
物

だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
建
物

は
本
来
の
用
途
を
失
っ
た
時
点

で
、
最
後
は
使
わ
れ
な
く
な
り
、

失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
新

た
な
用
途
を
与
え
、
建
物
の
特

質
問
今
年
８
月
か
ら
弓
道
場

の
建
設
が
始
ま
り
ま
す
が
、
他

市
の
例
を
見
て
も
、
ま
ず
武
道

場
が
あ
っ
て
、
次
に
弓
道
場
を

併
設
す
る
と
か
、
武
道
場
内
に

設
置
す
る
の
が
自
然
な
流
れ
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
武
道

館
の
建
設
は
、
武
道
に
携
わ
る

人
や
、
武
道
に
よ
り
心
身
の
充

実
を
図
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
夢
で
あ
り
、
武
道
館

の
な
い
本
市
に
と
っ
て
も
欠
か

せ
な
い
事
業
だ
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

次
に
、
旧
二
業
見
番
組
合
事

務
所
の
活
用
方
法
と
保
存
状
況

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

武
道
館
建
設
に
つ
い
て

具
体
的
な
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
、
武
道
関
係
者
の
意

斉
藤
　
貢
一 

議
員

武
道
館
建
設
と
歴
史
的
建
造
物
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
護
に
つ
い
て

り
合
わ
せ
を
行
う
こ
と
に
つ
い

て
の
見
解
は
。
ま
た
、
統
一
し

た
基
準
は
な
い
の
か
。

答

物
品
購
入
な
ど
の
80
万

円
以
下
の
随
意
契
約
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
は
、
５
万
円
以
下

は
１
社
に
よ
る
随
意
契
約
、
５

万
円
を
超
え
20
万
円
以
下
は
２

な
い
し
３
社
の
見
積
も
り
合
わ

せ
に
よ
る
随
意
契
約
、
20
万
円

を
超
え
80
万
円
以
下
は
３
社
か

ら
５
社
の
見
積
も
り
合
わ
せ
に

よ
る
随
意
契
約
を
統
一
し
た
取

り
扱
い
と
し
て
事
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
ご
指
摘
の

よ
う
に
、
５
万
円
以
下
の
少
額

な
物
品
購
入
で
数
社
の
見
積
も

り
合
わ
せ
が
行
わ
れ
て
い
る
の

も
事
実
で
ご
ざ
い
ま
す
。
受
注

者
側
は
見
積
書
作
成
の
経
費
な

ど
負
担
が
大
き
く
、
ま
た
、
発

注
者
側
も
事
務
量
が
増
え
る
こ

と
か
ら
、
少
額
な
物
品
購
入
で

は
、
見
積
も
り
合
わ
せ
に
よ
る

随
意
契
約
は
好
ま
し
く
な
い
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

質
問
公
契
約
条
例
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
研
究
・
検
討
が
行

わ
れ
た
の
か
。

答

公
契
約
条
例
の
目
的
は
、

質
問
地
元
業
者
の
受
注
機
会

を
増
や
す
方
策
は
。

答

工
事
等
は
、
市
内
業
者

を
優
先
的
に
選
定
し
て
い
ま
す
。

80
万
円
を
超
え
る
物
品
購
入
に

つ
い
て
も
市
内
業
者
を
優
先
し

て
指
名
し
て
い
ま
す
。

質
問
ど
の
よ
う
な
ダ
ン
ピ
ン

グ
防
止
策
を
と
っ
て
い
る
の
か
。

答

最
低
制
限
価
格
制
度
の

適
切
な
運
用
や
入
札
金
額
の
内

訳
書
の
提
出
を
求
め
て
い
ま
す
。

工
事
に
よ
っ
て
は
、
価
格
だ
け

で
落
札
者
と
し
な
い
総
合
評
価

落
札
方
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

質
問
今
年
７
月
に
数
千
円
の

物
品
購
入
に
あ
た
り
、
３
社
で

見
積
も
り
合
わ
せ
を
行
っ
た
事

例
が
２
件
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
低
額
の
物
ま
で
見
積
も

篠
木
　
正
明 

議
員

　

官
公
需
を
活
用
し
た

　
　
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
い
て

公
契
約
に
係
る
業
務
に
従
事
す

る
労
働
者
の
適
正
な
労
働
条
件

を
確
保
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

す
で
に
条
例
化
し
て
い
る
自
治

体
の
例
を
見
ま
す
と
、
対
象
と

な
る
契
約
金
額
が
統
一
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
や
事
業
者
の
事
務

負
担
が
増
え
る
こ
と
な
ど
の
課

題
が
あ
り
ま
す
。
本
市
に
お
い

て
は
、
他
市
の
状
況
を
調
査
し
、

方
向
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

※
官
公
需
と
は

　
国
や
自
治
体
の
物
品
購
入
や
工
事

発
注
な
ど
の
公
共
調
達
の
こ
と

徴
や
文
化
財
的
遺
産
を
後
世
に

残
し
な
が
ら
活
用
し
て
い
く
努

力
を
行
政
は
果
た
す
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
の
で
、
武
道
教
育
の

拠
点
で
あ
る
館
林
邑
楽
武
道
館

の
適
正
な
保
存
を
要
望
し
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
二
業
見
番
事
務
所

の
改
修
に
約
１
億
５
千
万
円
か

か
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
建
物

は
年
々
傷
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、

後
手
に
回
る
ご
と
に
費
用
が
か

か
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い

こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
事
務
所
の

利
活
用
を
含
め
た
旧
肴
町
付
近

の
整
備
を
要
望
し
ま
す
。
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決
算
特
別
委
員
会

　

８
月
29
日
の
本
会
議
で
、
議
員
全
員
に
よ
る
決
算
特
別
委
員

会
が
設
置
さ
れ
、
９
月
４
日
、
５
日
、
８
日
の
３
日
間
に
わ
た
り

審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
議
案
第
47
号 

平
成
25
年
度
館
林
市
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は
賛
成
多
数
に
よ
り
、
議
案
第
49
号

平
成
25
年
度
館
林
市
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は

全
員
一
致
を
も
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
認
定
す
べ
き

も
の
と
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
案
第
48
号 

平
成
25
年
度

館
林
市
水
道
事
業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て

は
全
員
一
致
を
も
っ
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

議
決
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
新
規
事
業

○
児
童
育
成
ク
ラ
ブ
事
業

　

青
柳
児
童
ク
ラ
ブ
の
施
設
整

備
費
補
助
を
実
施
し
た
。

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
事
業

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
事
業
委
託
を
実
施
し
た
。

○
小
学
校
施
設
整
備
事
業

　

第
九
小
学
校
屋
内
運
動
場
の

耐
震
改
修
工
事
設
計
を
実
施
し
た
。

○
中
学
校
施
設
整
備
事
業

　

多
々
良
中
学
校
校
舎
の
耐
震

改
修
工
事
設
計
を
実
施
し
た
。

れ
な
い
た
め
の
手
法
」
や
各
地

区
に
出
向
き
ま
し
て
出
前
講
座

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

被
害
は
水
際
で
防
ぐ
の
が
重

要
で
あ
り
ま
す
。
市
で
は
現
在
、

出
納
室
を
窓
口
と
し
た
金
融
機

関
と
の
連
絡
会
議
と
い
う
組
織

が
あ
り
ま
す
の
で
、
さ
ら
に
連

携
を
深
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

無
料
化
検
討
委
員
会
の
設
置
を

質
問
過
日
、
厚
生
労
働
省
が

日
本
の
子
ど
も
の
貧
困
率
を
発

表
し
ま
し
た
。
平
均
所
得
の
半

分
以
下
の
所
得
で
暮
ら
す
18
歳

未
満
の
割
合
で
す
が
、
ほ
ぼ
６

人
に
１
人
の
子
ど
も
が
貧
困
状

態
に
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の
貧

困
の
現
状
を
教
育
委
員
会
は
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

　

学
校
給
食
費
の
無
料
化
を
求

め
て
い
る
の
は
、
必
ず
し
も
子

育
て
世
代
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
60
代
、
70
代
の
方
々
も
、

孫
た
ち
の
こ
と
を
考
え
無
料
化

を
求
め
て
い
ま
す
。
給
食
費
の

滞
納
が
残
っ
て
い
る
現
状
を
考

え
た
ら
、
無
料
化
を
検
討
す
る

委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
べ
き
で

は
な
い
の
か
。

学
校
給
食
運
営
委
員
会
で

答

本
市
児
童
生
徒
の
学
校

給
食
費
は
年
間
約
３
億
２
０
０

０
万
円
か
か
っ
て
お
り
、
無
料

化
し
て
市
が
負
担
す
る
の
は
財

政
的
に
困
難
で
す
。
平
成
25
年

度
の
給
食
費
の
滞
納
は
小
・
中

学
校
で
１
２
３
人
、
金
額
は
約

２
０
０
万
円
で
す
。
検
討
委
員

会
と
し
て
は
、
学
校
給
食
運
営

委
員
会
が
あ
り
、
こ
の
中
で
学

校
給
食
費
に
関
す
る
事
項
も
あ

り
ま
す
の
で
、
検
討
等
が
あ
る

場
合
は
こ
の
中
で
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

金
融
機
関
と
の
連
携
強
化
を

質
問
群
馬
県
内
に
お
け
る
振

り
込
め
詐
欺
の
被
害
状
況
は
、

今
年
７
月
末
で
１
２
３
件
、
被

害
金
額
は
４
億
１
０
０
万
円
と

昨
年
よ
り
金
額
が
上
回
っ
て
い

ま
す
。
市
内
で
は
、
昨
年
８
件
、

今
年
７
月
末
で
８
件
の
こ
と
で

あ
り
ま
す
が
、
市
は
ど
の
よ
う

な
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
市
民
が
被
害
者
に

な
ら
な
い
た
め
に
は
金
融
機
関

と
の
連
携
強
化
が
必
要
と
思
い

ま
す
が
、
市
と
し
て
の
対
応
策

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

被
害
は
水
際
で
防
ぐ

答

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
専
門
の
相
談
員
が
相
談
業
務

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
講
演
会

と
し
て
「
悪
徳
商
法
に
だ
ま
さ

小
林
　
信 

議
員

オ
レ
オ
レ
詐
欺
か
ら
市
民
を
守
る
対
策

及
び
学
校
給
食
費
の
無
料
化
に
つ
い
て

○
第
３
子
以
降
幼
稚
園
保
育
料

無
料
化

　

同
一
の
扶
養
義
務
者
に
よ
っ

て
扶
養
さ
れ
て
い
る
18
歳
未
満

の
子
ど
も
が
３
人
以
上
い
る
世

帯
で
18
歳
未
満
の
子
ど
も
の
う

ち
、
３
人
目
以
降
の
幼
児
が
市

立
幼
稚
園
を
利
用
し
た
場
合
、

第
３
子
以
降
の
幼
児
の
保
育
料

を
無
料
化
し
た
。

○
文
化
会
館
運
営
事
業

　

大
ホ
ー
ル
棟
の
耐
震
改
修
工

事
設
計
の
実
施
及
び
会
館
棟
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事
に
着
手

し
た
。

主
な
継
続
事
業

○（
仮
称
）障
が
い
者
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

　

平
成
26
年
度
開
設
に
向
け
て
、

施
設
整
備
工
事
等
を
実
施
し
た
。

○
保
育
園
施
設
整
備
事
業

　

松
波
保
育
園
の
耐
震
・
大
規

模
改
修
工
事
等
を
実
施
し
た
。

○
雇
用
創
出
事
業

　

緊
急
雇
用
創
出
事
業
に
よ
り

21
名
の
新
規
雇
用
を
図
っ
た
。

○
幹
線
排
水
路
整
備
事
業

　

準
用
河
川
宮
田
川
改
修
事
業

は
、
平
成
16
年
度
か
ら
11
か
年



（ 26. 11. 1 ）　　　館林市議会だより　（10）

　市議会はだれでも傍聴することができます。議会では皆さんの生活に直結した重要な
問題が審議されます。市政を身近に知るためにも、ぜひ議会を傍聴してください。
　手続きは議会棟の３階及び４階で、傍聴人受付簿に住所・氏名を記入するだけです。

【12月定例会の予定】
12月	  5 日（金）本会議＝会期の決定、議案提案説明など
	   8 日（月）本会議＝議案に対する質疑、委員会付託など
	   9 日（火）・10日（水）本会議＝一般質問
	 11日（木）・12日（金）委員会＝常任委員会
	 18日（木）本会議＝表決

☆本会議は午前 10 時開会予定です。会議の日程、時間等は変更になることもあります。
☆一般質問の通告順位表は、12月 3日（水）から市のホームページでご覧いただける予定です。
　（http://www.city.tatebayashi.gunma.jp ⇒市議会をクリックしてお入りください。）

議 会 を し て み ま せ ん か傍 聴

区分
会計別 歳入決算額 歳出決算額 歳入

歳出差引残高

一 般 会 計 31,816,821,365 30,219,633,225 1,597,188,140

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険 8,738,298,306 8,705,127,251 33,171,055

下 水 道 事 業 1,815,858,637 1,685,688,692 130,169,945

農業集落排水事業 47,945,819 42,821,702 5,124,117

介 護 保 険 5,468,785,878 5,328,184,121 140,601,757

後期高齢者医療 777,030,773 729,689,118 47,341,655

水
　
道

収 益 的 収 支
（ 経 常 的 経 営 ） 1,768,833,764 1,576,258,703 192,575,061

資 本 的 収 支
（建設改良事業） 148,843,425 736,429,242 △ 587,585,817

平成25年度 館林市歳入歳出決算総括表

※	資本的収支の収支差引不足額 587,585,817 円については、建設
改良積立金や損益勘定留保資金等で補てん。

	 なお、この決算額には消費税が含まれています。

（単位：円）

継
続
事
業
と
し
て
整
備
を
進
め

て
い
る
が
、
本
年
度
は
護
岸
築

造
工
事
18
ｍ
、
調
整
池
掘
削
工

事
７
８
０
０
㎥
等
を
実
施
し
た
。

○
西
部
一
号
線
道
路
改
良
事
業

　

平
成
22
年
度
か
ら
７
か
年
継

続
事
業
と
し
て
群
馬
県
が
整
備

を
進
め
て
お
り
、
本
年
度
は
県

事
業
負
担
金
と
し
て
、
東
武
鉄

道
㈱
へ
の
委
託
工
事
等
の
費
用

を
負
担
し
た
。

○
東
部
環
状
線
改
良
事
業

　
（
市
道
３
３
６
３
号
線
）

　

平
成
21
年
度
か
ら
７
か
年
継

続
事
業
と
し
て
整
備
を
進
め
て

い
る
が
、
本
年
度
は
用
地
２
７

６
３
・
０
８
㎡
の
取
得
と
９
件

の
補
償
及
び
道
路
改
良
工
事
等

を
実
施
し
た
。

○
土
地
区
画
整
理
事
業

・
西
部
第
一
南
地
区

　

昭
和
61
年
度
か
ら
33
か
年
継

続
事
業
と
し
て
整
備
を
進
め
て

い
る
が
、
本
年
度
は
富
士
西
線

外
改
良
工
事
を
１
６
５
・
４
ｍ
、

３
戸
３
棟
の
建
物
移
転
を
実
施

し
た
。

・
西
部
第
一
中
地
区

　

平
成
元
年
度
か
ら
35
か
年
継

続
事
業
と
し
て
整
備
を
進
め
て

い
る
が
、
本
年
度
は
駅
西
通
り

線
歩
道
舗
装
工
事
を
２
７
０
ｍ
、

３
戸
３
棟
の
建
物
移
転
を
実
施

し
た
。

・
西
部
第
二
地
区

　

平
成
11
年
度
か
ら
26
か
年
継

続
事
業
と
し
て
整
備
を
進
め
て

い
る
が
、
本
年
度
は
西
部
三
号

線
側
溝
布
設
工
事
等
を
１
１
１

ｍ
、
５
戸
５
棟
の
建
物
移
転
を

実
施
し
た
。

○
小
学
校
施
設
整
備
事
業

　

第
三
小
学
校
特
別
教
室
棟
、

第
七
小
学
校
屋
内
運
動
場
の
改

築
工
事
や
第
十
小
学
校
管
理
棟

及
び
特
別
教
室
棟
の
耐
震
改
修

工
事
を
実
施
し
た
。

○
中
学
校
施
設
整
備
事
業

　

第
一
中
学
校
普
通
教
室
棟
耐

震
改
修
工
事
を
実
施
し
た
。

○
公
共
下
水
道
整
備
事
業

　

昭
和
44
年
度
か
ら
整
備
を
進

め
て
い
る
が
、
本
年
度
は
管
き

ょ
整
備
と
し
て
汚
水
管
１
３
４

２
・
９
ｍ
、
雨
水
き
ょ
56
・
１

ｍ
の
布
設
、
処
理
場
整
備
と
し

て
施
設
工
事
委
託
を
実
施
し
た
。


